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 チューナブルレーザー系 

 

PMTの電源ケーブルが断線していたので修理した。 

サンプルにはリチウムパウダーを用いた。上の図はそのときのイメージです。イメ

ージ下部に斜めの線状のものがある。すべてのレンズやガルバノミラーを調整しなお

したが、線状のものはなくならなかった。 

 皮膚サンプルで測定を試みるも、SHG光の発生場所を絞り込むことができなかった。

パスの調整があまかったと考え、調整しなおす予定です。 

 

今後の予定 

 線状のものの解決 

 キャリブレーション 


